
薩摩川内市情報公開・個人情報保護審査会運営要領 

 

 薩摩川内市情報公開・個人情報保護審査会運営要領の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この要領は、薩摩川内市情報公開・個人情報保護審査会規則（平成１６

年薩摩川内市規則第２６号）第５条の規定に基づき、薩摩川内市情報公開・個

人情報保護審査会（以下「審査会」という。）が諮問を受けた審査請求の審査

等に関し審査会の運営について必要な事項を定めるものとする。 

（弁明書の提出等） 

第２条 審査会は、薩摩川内市情報公開条例（平成１６年薩摩川内市条例第１２

号）第１８条第１項の規定又は薩摩川内市個人情報保護条例（平成１７年薩摩

川内市条例第５７号）第４５条第１項の規定による諮問を受けたときは実施機

関に対し、相当の期間を定めて、当該諮問に係る審査請求に対する弁明書及び

当該諮問に係る公文書の写し若しくは保有個人情報の写しの提出を求めるもの

とする。 

２ 審査会は、必要があると認めたときは、実施機関の職員に出席を求めて、口

頭で説明を聴くものとする。 

（意見書の提出等） 

第３条 審査会は、前条第１項の弁明書の提出があったときは、その副本を審査

請求人及び参加人（以下「審査請求人等」という。）に送付し、相当の期間を

定めて、当該弁明書に対する審査請求人等の反論等を記載した意見書を求める

ものとする。 

２ 審査会は、前項の規定による意見書の提出があったときは、その写しを実施

機関に送付するものとする。 

 （事前調査） 

第４条 審査会の会長（以下「会長」という。）は、審査会における調査審議の

充実及びその効率的な遂行に資するため、第１回の会議を開催する前に、事前

に必要な調査等を行うことができる。 

（意見陳述） 

第５条 審査会は、審査請求人の請求があった場合において必要があると認める

ときは、審査請求人等に口頭又は文書で意見を述べる機会を与えるものとする。 

２ 審査会は、審査請求人等の意見又は説明を受けるに当たり、審査請求人等か

ら申出があったときは、補佐人の付添いを認めることができる。 

３ 補佐人は、意見陳述の介添え又は発言を補足する立場からの助言等を行う者

であり、審査会に対して、自らの意見の陳述又は説明を行うことはできないも

のとする。ただし、審査会が審査を行う上で必要と認める場合は、この限りで

ない。 

４ 前３項の口頭で意見又は説明を述べることができる者の数は、それぞれ３名

以内とする。 



５ 審査会は、必要と認めたときは、会長が指名する審査会の委員に審査請求人

等の口頭での意見又は説明の聴取をさせることができる。 

（審査会への提出資料等の閲覧等） 

第６条 薩摩川内市情報公開・個人情報保護審査会条例（平成１６年薩摩川内市

条例第１３号）第１１条第２項の規定により、審査会に提出された意見書又は

資料の閲覧の申出をしようとする者は、申出書を審査会に提出しなければなら

ない。 

２ 審査会は、前項の申出書が提出されたときは、速やかに当該閲覧の諾否を決

定し、当該申出書を提出した者に通知するものとする。 

（公文書又は処理情報等の保全） 

第７条 審査会は、実施機関が係属事件の審査に重要な関係を持つ公文書又は処

理情報等を保存している場合には、当該審査が終了するまではその公文書若し

くは処理情報等を実施機関として保全するように求めることができる。 

（その他） 

第８条 この要領に定めるもののほか、審査会の審査に必要な事項は、会長が審

査会に諮って定める。 

附 則 

この要領は、平成３１年１月２１日から施行する。 

 


